
ちりつもドリル 1日1枚、ちりつも。

小5 中学受験 理科 ポイント 名前

植物の気体の出入り 月 日

まとめ 植物の気体の出入り 光合成とこきゅう 標準

① 光合成とこきゅうの気体を区別する　② 見かけの出入り＝光合成の量−こきゅうの量　③ 本当の光
合成の量＝見かけの量＋こきゅうの量

例

(1) 気体の出入りと指示薬

光合成 … 二酸化炭素をとりこみ、

酸素を出す

こきゅう … 酸素をとりこみ、二酸

化炭素を出す

二酸化炭素がふえる → BTB液は

黄、せっかい水は白くにごる

置いた場所 CO₂ BTB液(はじめ緑)

水草・強い光 へる 青に近づく

水草・暗い ふえる 黄に近づく

水草なし 変わらない 緑のまま

水草には強い光を十分に当てた場合。動物は光合成をしないの

で、光に関係なく二酸化炭素がふえる

(2) 光ほしょう点と本当の光合成の量

見かけの量＝光合成の量−こきゅ

うの量

0klx の見かけの量の大きさ＝こ

きゅうの量

見かけの量が 0 の光の強さ＝光

ほしょう点

光の強さ(klx) 0 1 2 3 4

見かけ(mg/時) −6 0 6 12 12

本当の光合成 0 6 12 18 18

こきゅうは6mg。本当の量＝見かけ＋6。光ほしょう点は1klx、こ

れ以上ふえなくなる光ほう和点は3klx

(3) NaOH水よう液のそうち

NaOH水よう液は二酸化炭素をき

ゅうしゅうする

色水の動き＝使われた酸素の体積

水のそうちの動き＝酸素−二酸化

炭素

そうち びんの中身 色水が動いた量

A NaOH水よう液 20mL

B 水 6mL

AとBは、同じ種子を同じ量・同じ温度にそろえる。使った酸素

20mL、出した二酸化炭素 20−6＝14mL、こきゅう商 14÷20

＝0.7(数は例)
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